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別府⼤学⼤学院⽂学研究科

⽇本語・⽇本⽂学専攻

⼊試問題
解答例鱏鲍鱸出題意図



博⼠後期課程：
•⽇本語学



2026年度別府大学大学院文学研究科博士後期課程日本語・日本文学専攻入学試験問題 

問題（日本語学専攻） 
Ⅰ 次の⑴～⑶から１つ選んで答えなさい。 
⑴　任意の日本語の文法範疇をとりあげ、外国語と対照しながらその特徴を述べなさい。 
⑵　日本語の複合語（二字漢語を含む）に見られる形態上の特徴について述べなさい。 
⑶　日本語のアクセントに見られる特徴について、具体例を挙げながら述べなさい。 

Ⅱ 次の術語の中から１つを選び、その意味するところを概説しなさい。 
日流祖語 臨時一語 自由語順 表語文字 中立叙述と総記 
継続相と進行相 有対動詞と無対動詞 頭字語 婉曲表現 音価
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2026年度別府大学大学院文学研究科博士後期課程日本語・日本文学専攻入学試験問題 

（日本語学専攻） 
〈出題意図・解答例〉 
Ⅰ 
日本語・日本文学専攻のアドミッション・ポリシーに沿って、日本語学の高度で専門的な研究を
遂行する際に必要な日本語の文法・語彙・音声（音韻）関する専門的な知識を問うもので、文例
や語例を提示するなど具体的な言語事例とともに日本語において観察される各種の特徴を説明す
べき設問である。 

Ⅱ 
日本語・日本文学専攻のアドミッション・ポリシーに沿って、日本語学の高度で専門的な研究を
遂行する際に必要な日本語学記の専門的な知識を問うもので、提示されたそれぞれの術語に関す
る内容を学説上の重要な論点を踏まえつつ体系的に整理して述べるべき設問である。
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別府⼤学⼤学院⽂学研究科

史学・⽂化財学専攻

⼊試問題
解答／解答例鱏鲍鱸出題意図



博⼠前期課程：
•考古学

•⽇本史（中世史）
・外国語（英語）









考古学（出題意図・加点条件）�

問題１　出題意図 �
史学・⽂化財学専攻のアドミッション・ポリシーに沿って、⼤学院で考古学を学んでいく上で、必要
な考古学における先⾏研究に関する知識と理解を確認するための問題である�
A� 弥⽣⼟器研究において稲作とセットで語られる板付式⼟器について、板付Ⅱ・Ⅲ式と稲作の広がり
を結びつけて論述していること。�

B� 利器であった⻘銅製武器が、祭器に代わってゆく様⼦を説明していること。�
C� 特殊器台・特殊壺が円筒埴輪へと変化してゆく様を説明していること。�
D� 江上波夫の名前及びその批判者たちの名前が上がることが望ましい。�
E� 炭素年代測定法の原理や応⽤、弥⽣時代開始期の問題などについて述べること。�
F� 鉛同位体⽐法を⽤いた⾦属遺物の産地⽐定研究など例を出して述べること。�

問題２　出題意図 �
史学・⽂化財学専攻のアドミッション・ポリシーに沿って、⼤学院で学んでいく上で必要な考古学に
おける先⾏研究に関する知識と理解を確認するための問題である。�
A� ⽇本における初めての科学的発掘調査を実施した⼈物であることや、⼤森⾙塚の発掘調査について
述べておくこと。�

B� 弥⽣時代の様式論や、同范鏡理論について述べること。�
C� 三⾓縁神獣鏡配布論への批判や前⽅後円墳の波及を⼤和王権の確⽴と結びつけないことなど、遺跡
中⼼主義であること。三瀬丸⼭古墳欽明天皇陵説や、天皇陵の呼称問題、遺跡保存運動などについ
て触れること。�

D� 平原遺跡の発掘調査や、⼩林⾏雄の銅⽭銅剣⽂化論及び伝世鏡論への批判、⻘銅器分布図の作成な
ど、批判されることも多かった点について触れておくこと。�

E� 近藤の提唱した前⽅後円墳秩序、弥⽣墳丘墓、埴輪の起源研究、⼟器製塩の研究、チャイルドの著
作などの⽇本語訳などについて触れておくこと。�

F� 都出の提唱した初期国家論及び都市論、前⽅後円墳体制論について述べておくこと。�

問題３　出題意図　 
史学・⽂化財学専攻のアドミッション・ポリシーに沿って、⼤学院で学んでいく上で必要な考古学に
おける各時代の⽰準遺跡に関する知識と理解及び最新の発掘調査成果に関する知識を確認するための問
題である。�
A� 遺跡の帰属する時期、遺跡の位置、遺構の特徴、出⼟品について述べられていること。�
B� 遺跡の帰属する時期、遺跡の位置、遺構の特徴、出⼟品について述べられていること。�
C� 遺跡の帰属する時期、遺跡の位置、遺構の特徴、出⼟品について述べられていること。�
D� 遺跡の帰属する時期、遺跡の位置、遺構の特徴、出⼟品について述べられていること。�
E� 遺跡の帰属する時期、遺跡の位置、遺構の特徴、出⼟品について述べられていること。�
F� 遺跡の帰属する時期、遺跡の位置、遺構の特徴、出⼟品について述べられていること。�
G� 遺跡の帰属する時期、遺跡の位置、遺構の特徴、出⼟品について述べられていること。�
H� 遺跡の帰属する時期、遺跡の位置、遺構の特徴、出⼟品について述べられていること。
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解 答 用 紙

博 士 前 期 課 程 （ 大 学 院 史 学 ・ 文 化 財 学 専 攻 ）

日 本 史 （ 中 世 ）

受 験 番 号

【 一 】

問

ひ の と い 足 利 義 教１ 11

ご き し ち ど う 足 利 義 政２ 12

勘 合 貿 易 の 再 開 一 四 六 五 年３ 13

銀 閣 ひ つ じ さ る４ 14

力 が あ る こ と う し と ら５ 15

細 川 ・ 斯 波 ・ 畠 山 氏６

日 野 富 子７

び く に８

被 告９

足 利 義 満10
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【 二 】

問

ち ょ う じ１

み ょ う も く２

応 仁 の 乱３

京 の 市 中 と 市 外４

ご ざ ん じ っ さ つ５

臨 済 宗６

一 条 兼 良７

足 利 義 尚８

問 ９
敵 が 立 て 籠 っ て い る 所 に つ い て は （ 攻 撃 し て も ） 無 力 で あ る 。 そ う で な い 所 々 を 打 ち 破 り 、 或 い は 、 火

を か け て 財 宝 を 略 奪 す る こ と は 、 も っ ぱ ら 昼 強 盗 と 言 う べ き で あ る 。 こ の よ う な こ と は 、 前 代 未 聞 の こ

と で あ る 。 こ れ は 、 し か し な が ら 、 武 芸 が す た れ た た め に 、 こ の よ う な こ と が お こ っ た の で あ る 。 名 の

あ る 侍 が 戦 う べ き と こ ろ を 足 軽 に ま か せ た か ら で あ る 。 有 名 な 武 士 が 、 足 軽 の 放 っ た 一 矢 に あ た り 命 を

落 と し た ら 、 そ の 場 で の 恥 辱 だ け で な く 、 末 代 ま で の 恥 を 残 す こ と も あ る と 聞 い て い る 。

【 三 】

鎌 倉 幕 府 の 成 立 年 に つ い て は 諸 説 が あ る 。 一 一 八 〇 年 説 は 、 源 頼 朝 が 伊 豆 で 挙 兵 し て 、 独 自 の 軍 事 政 権

を 開 始 し た 時 点 で あ り 、 東 国 独 自 の 政 権 の 形 成 を 重 視 し た 説 で あ る 。 一 一 八 三 年 説 は 、 朝 廷 が 源 頼 朝 の

東 国 支 配 権 を 公 認 し た 寿 永 二 年 十 月 の 宣 旨 を 史 料 的 根 拠 と し た 説 で あ る 。 一 一 八 四 年 説 は 、 侍 所 な ど の

機 構 が 整 備 さ れ て 、 武 家 政 権 の 実 態 が 形 成 さ れ た 時 期 に 注 目 し た 説 で あ る 。 一 一 八 五 年 説 は 、 源 頼 朝 が

朝 廷 か ら 全 国 の 守 護 ・ 地 頭 の 任 命 権 を 獲 得 し た 年 で あ り 、 軍 事 ・ 警 察 権 を 掌 握 し た こ と に 注 目 し た 説 で

あ る 。 現 在 、 最 も 有 力 な 説 で あ る 。 一 一 九 〇 年 説 は 、 源 頼 朝 が 朝 廷 か ら 右 近 衛 大 将 に 任 命 さ れ 、 朝 廷 か

ら 公 的 に 上 位 の 武 官 と し て 認 め ら れ た 年 で あ り 、 朝 廷 と の 関 係 性 を 重 要 視 す る 説 で あ る 。 一 一 九 二 年 説

は 、 源 頼 朝 が 朝 廷 か ら 征 夷 大 将 軍 に 任 命 さ れ て 、 名 実 と も に 武 家 政 権 の 長 と な っ た 年 で あ り 、 最 も 広 く

知 ら れ た 説 で あ る 。 鎌 倉 幕 府 は 、 あ る 時 期 に 一 気 に で き た の で は な く 、 段 階 的 に 形 成 さ れ た 政 権 で あ っ

た た た め 、 ど の 時 期 を 鎌 倉 幕 府 の 成 立 と み な す の か 、 は 研 究 者 の 視 点 に よ っ て 異 な っ て い る 。



-
3

-

【 四 】

Ａ
家 督 （ 家 長 権 ） と 財 産 を 惣 領 （ 嫡 男 ） が 一 括 し て 相 続 す る こ と を 単 独 相 続 と い う 。 単 独 相 続 で は 、 原 則

と し て 嫡 男 （ 長 男 ） が 相 続 し 、 相 続 対 象 は 、 家 督 ・ 所 領 で あ り 、 単 独 相 続 の 目 的 と し て は 、 軍 事 力 を 集

中 さ せ て 家 を 維 持 し 、 所 領 の 分 散 を 防 止 す る 点 に あ っ た 。

Ｂ
１ ２ ５ ２ 年 、 執 権 ・ 北 条 時 頼 が 摂 家 将 軍 ・ 藤 原 （ 九 条 ） 頼 嗣 を 廃 し て 、 後 嵯 峨 天 皇 の 皇 子 ・ 宗 尊 親 王

（ む ね た か し ん の う ） を 迎 え て ６ 代 将 軍 と し た 。 以 後 、 鎌 倉 幕 府 の 滅 亡 ま で 、 ７ 代 将 軍 ・ 惟 康 親 王 （ こ

れ や す し ん の う 、 ８ 代 将 軍 ・ 久 明 親 王 （ ひ さ あ き し ん の う 、 ９ 代 将 軍 ・ 守 邦 親 王 （ も り く に し ん の） ）

う ） の ４ 人 の 皇 族 将 軍 が い た 。

Ｃ
１ ３ ３ ６ 年 、 足 利 尊 氏 が 是 円 （ 中 原 章 賢 ） ら に 幕 府 の 今 後 の 政 道 に ど の よ う な 法 を 採 用 す べ き か を 諮 問

し 、 そ れ に 対 し て １ ７ か 条 に ま と め て 答 申 し た も の で あ る 。 現 在 で は 、 実 質 的 に は 制 定 法 と 同 じ 効 力 を

持 っ て い た 、 と す る 説 が 有 力 で あ る 。

Ｄ
貞 永 式 目 （ じ ょ う え い し き も く ） と も 言 う 。 鎌 倉 幕 府 の 基 本 法 典 で あ る 。 １ ２ ３ ２ 年 、 執 権 ・ 北 条 泰 時

が 定 め た も の で あ り 、 ５ １ か 条 か ら な り 、 日 本 最 初 の 武 家 法 典 で あ る 。 源 頼 朝 以 来 の 先 例 や 、 道 理 と 呼

ば れ た 武 家 社 会 で の 慣 習 や 道 徳 を も と に 制 定 さ れ た 。 御 家 人 の 権 利 ・ 義 務 や 所 領 相 続 に 関 す る 規 定 が 多

い 。
Ｅ

鎌 倉 時 代 、 分 割 相 続 で 分 立 し た 一 族 が 惣 領 （ 嫡 男 ） の 統 制 の も と に 結 集 す る 一 族 （ 在 地 領 主 ） の 結 合 体

制 （ 結 合 形 態 。 所 領 は 分 割 相 続 さ れ る が 、 惣 領 は 庶 子 （ 嫡 男 以 外 の 子 ） を 統 制 し 、 一 族 の 長 と し て 所）

領 の 支 配 な ど に 責 任 を 持 っ た 。 鎌 倉 時 代 中 期 以 降 は 、 長 子 の 単 独 相 続 へ 移 行 し た 。





外国語（英語）�

作題意図 
 史料読解が必須となる⽂献史学においては勿論のこと、考古学や⺠俗学のよ
うにフィールドでの作業が重視される分野や、⽂化財科学のようにラボでの研
究が主体となる分野においても、研究遂⾏の上で⽂献に基づく事前調査は⽋か
せない。⽇本史分野においても、研究には国際的視点も必要であり、その際に
は英語を始めとする外国語資料も活⽤しなければならない。その際に英語を読
解する能⼒を⼗分有しているかを評価する。



別府⼤学⼤学院⽂学研究科

臨床⼼理学専攻

⼊試問題
解答／解答例鱏鲍鱸出題意図



修⼠課程：
•基礎⼼理学・臨床⼼理学及鱸関連領域

•外国語（英語）













①　カ ②　ケ ③　ウ ④　イ

⑤　サ ⑥　ア ⑦　キ

1 1）　再検査法 2）　ダブルブラインド法 3）　需要特性

1 1）　③ 2）　③ 3）　③

2 1）　③ 2）　②，④

1 　BDI

Ⅳ

解答例
セラピストTがクライエントS␃対し⏾感じたいら立ちは、セラピスト自身の成育歴␃根差した、T自身のいまだ解消⏿き⏾い␂い、幼少期␃おける
重要他者␀の葛藤⏿ある逆転移␀理解しうる。Tは努力が当然⏿ある␀いう家庭⏿育っ⏾おり、努力␃報いの␂いこ␀を嘆くSの姿␃刺激を受け
⏾、否定的感情が芽生えた␀考えられる。一方⏿、Sの過度␃労いを求める振舞いが日常場面␃おける周囲␃Tの感じたよう␂いらだちを生起さ
せ⏾いる可能性もある。その場合、周囲のいら立ちがSを労う行為を減じさせ、Sの孤立感を強め⏾いる␀いう関連性をアセスメントするこ␀も⏿き
る。このよう␃セラピストは自身の感情をアセスメント␃役立⏾るこ␀が⏿きる。ただし、前述の逆転移の可能性を識別し、より適切␂アセスメント
を行うため␃は、スーパービジョンやカンファレンスを通じ⏾自らの感情を整理するこ␀が重要␀␂る。

採点基準
各用語を適切␃用い⏾いる・・・2点×4
セラピストの生起した感情が逆転移の可能性のあるこ␀　␃言及し⏾いる・・・4点
セラピストの生起した感情が日常の対人関係のアセスメント␃役立⏾られうるこ␀　␃言
及し⏾いる・・・4点
自身の内省のため␃もスーパービジョンやカンファレンスが重要⏿あるこ␀　␃言及し⏾
いる・・・4点

Ⅴ

2　検査結果から気分の落ち込みが強いよう⏿す，何か困っ⏾いるこ␀はありませんか

1）
方向：負の相関　強さ：中程度から強い相関

2）
縦軸：(不安感　)　横軸：(睡眠時間　)　の場合　(右下がりの)傾向を示す

3

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ

ワーキングメモリー␀は、情報を一時的␃保持し␂がら、その情報を操作・処理する認知機能⏿ある。暗算や文章理解␂␁␃必
要␂機能⏿あり、中央実行系、音韻ループ、視空間スケッチパッド、エピソード・バッファから構成される␀考えられ⏾いる。

1）
構成概念（construct）　観察⏿き␂い心理的特性を理論的␃定義したもの⏿、例えば「不安」や「知能」␂␁がある。
操作的定義（operational 
definition）　構成概念を測定可能␃するため␃、具体的␂行動や数値⏿定義する方法。例：不安を心拍数⏿測定する。

2）
心拍数や発汗は不安時␃変化するが、運動や気温␂␁他の要因⏿も変化する。また、主観的␂不安感を反映し␂いため、構成概念を完全
␃測っ⏾いる␀は言え␂い。

2

1

2
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Ⅴ ACが高いこ␀から，自身⏿判断⏿きず，他者␃依存しがち⏿ある
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①  b ②  d ③  c ④  b ⑤  a

⑥  a ⑦  b ⑧  a ⑨  b ⑩  c

①　タ ②　ニ ③　ツ ④　エ ⑤　イ

⑥　コ ⑦　サ ⑧　シ ⑨　ソ ⑩　オ

1

1

2 ①　心理 ②　身体 ③　3歳 ④　実母 ⑤　実父

1

2

3

Ⅴ

子どもは言語による表現が十分ではないため、遊びを重要なコミュニケーション手段として理解することが必
要である。保護者や学校との連携を図りながら支援を進め、子どもの最善の利益を考慮することが重要であ
る。発達段階や認知能力に応じた関わりを行い、安心できる治療関係を形成することが求められる。等につ
いての記述があれば配点する。

限局性学習症の可能性が考えられる。

遊びを成人の自由連想に相当するものと考え、遊びを通して子どもの無意識的葛藤や対象関係を理解しよう
とした。子どもが玩具を用いて表現する内容には、愛情や攻撃性、不安などの内的世界が象徴的に表れると
考え、それらを積極的に解釈することを重視した。遊戯そのものを分析の対象とし、転移や防衛機制にも着目
しながら心理療法を進めることがクラインの遊戯療法の特徴である。

（解答例）クライエントに伝わる工夫、クライエントの感情的反応への配慮、検査目的に
応じた解釈、支援につながる示唆、情報共有の範囲の説明等から2点述べられていたら正解とする。

3

Ⅲ

Ⅳ

（解答例）心理検査における構造化面接とは、質問内容、順序、評価方法が明確に決めら
れている面接法であり、診断の補助に用いることができる。具体的な検査としてはMINIや
SCID等が挙げられる。半構造化面接とは、基本的な質問枠組みや評価方法は定められてい
るが、必要に応じて質問順を変えたり追加することが可能な面接方法である。具体的には
VINELAND等が挙げられる。非構造化面接は、質問内容、順序、評価方法等が定められて
おらず、クライエントの自由な語りからクライエントをアセスメントする面接方法である

不要。子どもの安全確保が目的であり、市町村、児童相談所への通告にあたっては、保護者の
同意を条件にすると子どもの安全が守れない可能性がある。そのため、同意は不要である。/不
要。保護者との関係よりも子どもの安全を優先すべきであるから。
※　不要であること、また、その理由（子どもの安全確保など）が明確に記載されている場合の
み点数を与える。

（解答例）検査目的の明確化、IC、クライエントの状態への配慮、Thの体調管理、環境整
備、検査道具の確認、検査への習熟などから2点述べられていたら正解とする。

2

Ⅰ

Ⅱ
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貸与された辞書を参照しながら、以下の文章を読み、後の問いに答えなさい。 
 

Defense mechanisms 
Freud argued there is a constant amount of psychic energy for any given individual, which he called libido 

(Latin for ‘lust’), reflecting his view that the sexual drive was primary. If a forbidden act or impulse is suppressed, 
its energy will seek an outlet somewhere else in the system, possibly ①(  ) in a disguised form. The 
desires of the id contain psychic energy that must be expressed in some way, and preventing the expression of those 
desires does not eliminate ②them. Aggressive impulses, for example, may ③(  ) in disguised form by 
racing sports cars, playing chess, or making sarcastic remarks. ④ Dreams and neurotic symptoms are also 
manifestations of psychic energy that cannot be expressed directly. 

⑤(forbidden, do, individuals, experience, an urge, to, something, with, anxiety). One way of reducing this 
anxiety is to express the impulse in a disguised form that will avoid punishment either by society or by its internal 
representative, the super-ego. Freud and his daughter Anna Freud described several additional defense mechanisms, 
or strategies for preventing or reducing anxiety. 

We all use defense mechanisms at times. ⑥They help us over the rough spots until we can deal with stressful 
situations more directly. Defense mechanisms are maladaptive only when they become the dominant mode of 
responding to problems. 

Freud considered repression to be the basic, and most important, defense mechanism. ⑦In repression, 
impulses or memories that are too frightening or painful are excluded from conscious awareness. Memories that 
evoke shame, guilt, or self-deprecation are often repressed. Freud believed that repression of certain childhood 
impulses is universal. In later life, individuals may repress feelings and memories that could cause anxiety because 
they are inconsistent with their self-concepts. Feelings of hostility toward a loved one and experiences of failure 
may be banished from conscious memory. 

Repression is different from suppression. Suppression is the process of deliberate self-control, keeping 
impulses and desires in check (perhaps holding them in private while denying them publicly) or ⑧(  ) 
pushing aside painful memories. Individuals are aware of suppressed thoughts but are largely unaware of repressed 
impulses or memories. 

Freud believed that repression is seldom completely successful. The repressed impulses threaten to break 
through into consciousness; the individual becomes anxious (though unaware of the reason) and employs other 
defense mechanisms to keep the partially repressed impulses from ⑨(  ). 

When the fox in Aesop’s fable rejected the grapes that he could not reach because they were sour, he 
illustrated a defense mechanism known as rationalization. Rationalization does not mean ‘to act rationally,’ as we 
might assume; it refers to the assignment of logical or socially desirable motives to what we do so that we seem to 
have acted rationally. Rationalization serves two purposes: it eases our disappointment when we fail to reach a goal 
(‘I didn’t want it anyway’), and it gives us acceptable motives for our behavior. ⑩(to acknowledge, we, not, act, 
even, to ourselves, do, on, motives, that, wish, impulsively, the basis, or, If, we), we rationalize what we have done 
in order to place our behavior in a more favorable light. 

⑪In searching for the good reason rather than the true reason, individuals make a number of excuses. These 
excuses are usually plausible; ⑫they simply do not tell the whole story. For example, ‘My roommate failed to wake 
me,’ or ‘I had too many other things to do’ may be true, but they may not be the real reasons for the individual’s 
failure to perform the behavior in question. Individuals who are really concerned set an alarm clock or find the time 
to do what ⑬they are expected to do. 



 
問１ ②⑥⑫⑬の代名詞がそれぞれ指し示す語句を本文中から抜き出しなさい。 
 
問２ ①③⑧⑨の（  ）に入る語句をそれぞれ(a)～(d)から選びなさい。 
 
① a. appear  b. to appear c. appearing d. appeared 
③ a. express b. expressing c. expression d. be expressed 
⑧ a. tempo  b. temporarily c. temporal d. temporariness 
⑨ a. awareness b. aware  c. to be aware d. awared 
 
問３ ④⑦⑪の文を日本語訳しなさい。 
 
問４ ⑤⑩の語句をそれぞれ下記の意味になるように並び替えなさい。文頭の語のはじめは大文字に変えなさい。 
 
⑤ 禁じられたことをしたいという衝動を抱く人は不安を感じる。 
⑩ もし私たちが衝動的に、あるいは自分自身にさえ認めたくない動機に基づいて行動するなら 
 
問５ 以下の問いに最も適切な答えはそれぞれどれか答えなさい。 
（ア）According to Freud, when an impulse is prevented from direct expression, its energy 

a. completely disappears and no longer exerts any psychological effect 
b. is transferred primarily to the superego and processed only there. 
c. becomes conscious immediately so the person clearly recognizes the cause. 
d. seeks an outlet elsewhere, possibly in disguised form  

 
（イ）Which statement about defense mechanisms is true according to the text? 

a. They are always maladaptive and worsen problems in every situation. 
b. They never help people cope with stress and are therefore pointless. 
c. They help for the time being until problems can be addressed directly. 
d. They eliminate the original impulse, providing a fundamental solution. 

 
（ウ）What is the difference between repression and suppression? 

a. Repression is intentional, whereas suppression occurs unconsciously. 
b. Repression excludes impulses from consciousness; suppression is deliberate self-control. 
c. They are identical in meaning and need not be distinguished. 
d. Suppression always leads to neurotic symptoms, making it fundamentally different from repression. 

 
（エ）Why might someone give an excuse like “My roommate failed to wake me” according to the text? (4 点) 

a. Because it is always the true reason and the person bears no responsibility. 
b. Because plausible excuses can hide the real reason and avoid admitting responsibility. 
c. Because excuses are never plausible and others quickly see through them. 
d. Because the person does not care about the outcome and is indifferent to failure. 



別府大学大学院修士課程（文学研究科 臨床心理専攻）入学試験 
解答用紙 

問１ 
各 3 

計 12 

② 
the desires of the id 
または those desires 

⑥ 
defense mechanisms 

⑫ 
a number of excuses 
または these excuses 

⑬ 
individuals (who are 
really concerned) 

問２ 
各 3 

計 12 

① 

c 

③ 

d 

⑧ 

b 

⑨ 

a 

問３ 
各 12 

計 36 

④ 
 
 
夢や神経症的症状も、直接表現できない精神的エネルギーの現れである。 
 
 
⑦ 
 
 
抑圧では、あまりにも恐ろしいまたは苦痛な衝動や記憶が意識から排除される。 
 
 
⑪ 
 
 
本当の理由ではなくもっともらしい理由を探すとき、人々は多くの言い訳をする。 
 
 

問４ 
各 10 

計 20 

⑤ 
Individuals with an urge to do something forbidden experience anxiety 

⑩ 
If we act impulsively or on the basis of motives that we do not wish to acknowledge even to 
ourselves, 

問５ 
各 4 

計 20 

(ア) 

d 

(イ) 

c 

(ウ) 

b 

(エ) 

b 

 
 
 

受験番号 
 



別府⼤学⼤学院⾷物栄養科学研究科

⾷物栄養学専攻

⼊試問題
解答／解答例鱏鲍鱸出題意図



修⼠課程：
•栄養学
•⾷品学

•外国語（英語）



次の栄養学あるいは食品学のいずれか一方の問題を選択して解答しなさい｡ 

栄養学 

問題　葉酸（ビタミン B9 ）の構造・生体内での機能・欠乏症、および近年の公楽衛生上
の意義について論述しなさい｡ 

（解答欄） 
葉酸はプテリジン環、p-アミノ安息香酸、グルタミン酸が結合したプテロイルグルタミ

ン酸を基本構造とする水溶性ビタミンである。食品中では主にポリグルタミン酸型として
存在し、腸管内でプテロイルポリグルタミン酸加水分解酵素によってモノグルタミン酸型
に加水分解されたのち吸収される。体内ではジヒドロ葉酸還元酵素（DHFR）によって活
性型であるテトラヒドロ葉酸（THF）へと還元される。 
THFは一炭素単位転移反応の補酵素として機能し、プリン・ピリミジン塩基の生合成、

アミノ酸代謝（セリン・グリシン変換、ホモシステインのメチオニンへの再メチル化）に
不可欠である。特にDNA合成・修復・メチル化に深く関与するため、細胞分裂が盛んな
組織において需要が高い。 
欠乏により、DNA合成障害を反映した巨赤芽球性貧血が生じる。また、妊娠初期の葉

酸不足は神経管閉鎖障害（二分脊椎・無脳症）のリスクを著しく高める。これは神経管閉
鎖が受胎後28日頃に完了するため、妊娠判明前から十分な摂取が必要となるからである。 
公衆衛生上の観点から、「日本人の食事摂取基準（2025年版）」では、18歳以上の男

女の推奨量を240 µg/日と設定している。さらに、妊娠を計画している女性・妊娠の可能
性がある女性・妊娠初期の妊婦に対しては、通常の食事からの240 µg/日に加え、サプリ
メント等のモノグルタミン酸型葉酸として400 µg/日の付加摂取が推奨されている。葉酸
はホモシステイン代謝にも関与し、高ホモシステイン血症が動脈硬化リスクと関連するた
め、循環器疾患予防の観点からも重要な栄養素である。 

受　験　番　号



食品学 

問題１．プロバイオティクスとプレバイオティクスについて、腸内細菌叢の観点から説明
せよ。 

（解答欄） 
プロバイオティクスは、消化管内の腸内細菌叢を改善し、宿主に有益な作用をもたらしう
る有用な微生物のこと。プレバイオティクスとは、腸内細菌叢のプロバイオティクスとな
りうる有用な菌の増殖を促進する物質、オリゴ糖や食物繊維等がある。 

問題２．食品中のうま味成分を２つあげて、各成分の構造と性質及び各成分が多く含まれ
る代表的食品について述べよ。 

（解答欄） 
うま味成分１ 
昆布に多く含まれるL-グルタミン酸は、池田菊苗博士によって発見された最も代表的なう
まみ成分。アミノ酸であるL-グルタミン酸は、その塩であるグルタミン酸ナトリウムのほ
うが強いうまみを呈することがわかり、現在は発酵法によって大量生産されている。 

受　験　番　号



うま味成分２ 
核酸の分解物であるヌクレオチドにもうま味があり、鰹節のうま味の５’-イノシン酸ナト
リウム、しいたけのうま味の５’-グアニル酸ナトリウムがその代表であり、これらヌクレ
オチドはグルタミン酸ナトリウムと一緒になるとうま味の相乗効果が認められる。 

問題３．発酵食品（飲料も含む）を２つあげて、製造方法及び製造に利用される微生物の
学名について述べよ。 

（解答欄） 
発酵食品（飲料も含む）１ 
味噌は、古来から使用されている、わが国特有の発酵調味料である。蒸した大豆・米・大
麦等に、麹菌のAspergillus oryzaeと食塩を加えてつくられる。使用される原料によっ
て、米味噌、麦味噌、豆味噌等の種類がある。 

発酵食品（飲料も含む）２ 
清酒は、日本酒とも呼ばれる、わが国特有の醸造酒で、米、米麹、水を原料としてつくら
れる並行複発酵酒である。清酒の製造は、蒸米に麹（Aspergillus oryzae）を混ぜて水を
加えて発酵させて酒母（Saccharomyces cerevisiae）をつくる。酒母のSaccharomyces 
cerevisiae、麹のAspergillus oryzaeによって米デンプンの糖化とアルコール発酵がもろ
みの中で同時進行する。出来上がったもろみを圧縮・ろ過後、滓引したものを火入れして
製品とする。
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